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アンプのノイズの低減については、
下記Webサイトをご覧ください。
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なぞなぞを学んだばかりの小さい子供たちな
ら、こう答えるでしょう。ミツバチがブンブンいう
のはなぜか、それは言葉を知らないからだと。しか
し、一般にオペアンプは別の理由でブンブンいうの
です。
電子回路がハミングする理由として昔からいわれ
ているのは、DC電源上のライン周波数（あるいは、
ダブル・ライン周波数といったほうがよいかもし
れません）のリップルでした。これに対処するには、
電源デカップリング・コンデンサを大きくするか、
あるいはもっと良い方法として電子電圧安定化回
路を使用します。電子電圧安定化回路には、低周波
（LF）リップルを減衰させる副作用もあります。前
にも述べましたが、今日のスイッチング電源は大量
のHFノイズを発生しますが、このノイズを電源に
閉じ込めて逃がさないようにする必要があります。
LFノイズの問題はめったにないため、おそらく今
回は電源が原因ではないでしょう。これを確認する
には、オシロスコープかスペクトル・アナライザを
使って電源のLFノイズを計測してみてください。
ハミングするもう1つの原因は、ライン電流／電圧
が信号回路に近すぎるために生じる、信号ラインま
たはグランド（恐ろしい「アース・ループ」）内のラ
イン周波数電流です。この場合も考えられる対策は
以前の「ノイズの監禁」のRAQでご説明したとおり
ですが、これはHFだけでなくLFでもうまくいきま
す。HFノイズ・リダクションに成功したら、おそら
く電源関連のLFノイズについても大部分の原因を
処理できたことになるはずです。これをテストする
には、回路をバッテリで動作させ（必要なら、単純
なリニア ICレギュレータで電圧を安定させます）、

スイッチング電源に抵抗性負荷を付けてオペアン
プの場合と同じ電力消費をシミュレーションしま
す。スイッチング電源をオン／オフしてノイズを調
べてください。
それでもハミングがある場合は、オペアンプにハミ
ングが入り込むメカニズムを調べる必要がありま
す。驚くほどよく見られるのは、入力保護ダイオー
ドからの光電流によるものです。ガラス・パッケー
ジのシリコン・ダイオードはフォトセルのような
働きをします。このシリコン・ダイオードが照明の
変調光を受けると、そのリーク電流が光によって変
調します。その変調が電力回線で動作する蛍光灯か
らの120Hz（国によっては100Hz）である場合、ダ
イオードが組み込まれた回路がハミングします。こ
の効果はダイオード・メーカーによって特性化さ
れておらず、同一のデバイスでも個々に大きく異な
ることがあります。ガラス・ダイオードではなくプ
ラスチック・パッケージのダイオードを使用すれば、
この問題は解決します。

1ハミングするもう1つの理由は、次の話の中に示唆されています。ある人がバー
に入ると、ピアニストがリクエスト曲を演奏していて、小さな猿がトルコ帽を持っ
てチップを集めていました。その人が演奏を聞いていると、猿が彼のビールを飲
んでしまいました。彼はピアニストの肩をぽんと叩いてこう言いました。「あんた
の猿が俺のビールを飲んだって知っているか？」すると、ピアニストは答えまし
た。「知らないね。だけど、ハミングしてくれたらその曲を演奏できると思うよ。」
2 RAQ『そのノイズを捕まえろ̶逃がすな』（http://www.analog.com/jp/raq/noise）
を参照してください。

A.

数ヵ月前の記事で、スイッチング電源に
付随する内部高周波（HF）ノイズが
影響を受けやすいアナログ回路の中に
入り込み、回路を台無しにするのを
どのように防ぐか説明されていましたね。
私のオペアンプ出力もハミングし、
いくら電源フィルタ処理をしても
収まりません。どうすればよいのでしょうか？

Q.

ガラス・ダイオードが光を見出し、ハミングするかも
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